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脳や脊髄でのプ

リオンの蓄積

BSE とは、牛海綿状脳症という牛の病気です。プ

リオンという異常なタンパク質が脳や神経の中で

増えていくことによって、脳の組織がスポンジの

ようになっていきます。そうすると、光や音へ過

剰に反応する、立ち上がれないなどの症状を起こ

すようになり、最後は死んでしまいます。このよ

うな症状から「狂牛病」とも言われました。

BSE ってどんな病気ですか？

なぜBSEにかかるのですか？
BSE の研究は進んでいますか？

プリオンって何ですか？
プリオンとは、異常なタンパク質のことです。正常

なタンパク質を食べても、それが体内に入り増える

ことはありません。しかし、タンパク質の構造の一

部が変わったプリオンは、体内に吸収され、脳や脊

髄などの特定の部分で増えていきます。こうした感

染する性質をもったタンパク質のことをプリオンと

呼びます。このプリオンは、消毒や普通の加熱では

壊れることなく残り続けます。

BSEは1986年にイギリスで発見された新しい病気です。

各国で研究が進められ、どこにプリオンが蓄積されるか

が分かってきたり、BSE にかかっているかどうかを調べ

る技術は進歩しました。しかし、治療法や予防法、そも

そもプリオンがどのようなものなのかやなぜプリオンが

溜まっていくと脳の神経が壊されていくかなどは分かっ

ていません。BSE は分かっていないことがまだ多く残さ

れている病気です。

BSE はどれくらい発生していますか？

ウィルスや細菌によって感染する他の病気とは違って、

BSE は異常なタンパク質であるプリオンによって感染す

ると考えられています。このプリオンを牛が食べること

により感染し、空気などを通しては感染しません。牛の

肉や骨などを原料とした肉骨粉という餌や代用乳が牛の

餌として与えられることがありました。その原料となっ

た牛が BSE にかかっていた場合、その牛のプリオンが

餌を食べた牛の体内に吸収され、それが脳など神経の中

で増えていくと考えられています。

日本では、2001 年 9 月に千葉県で初めて発見されました。その後、

36 頭の牛が発見されています。そのうち、乳牛が 32 頭、肉牛が 4頭

です。産地別にみると北海道産の牛が一番多く 28 頭発見されていま

す。2002 年 1 月 13 日以降に生まれた牛からは、BSE は発見されてお

らず、日本国内での BSE 対策は機能していると考えられます。

BSE は人にうつりますか？
BSE にかかった牛の異常プリオンを人が食べることに

よって、BSE のように脳や神経を冒される人の病気であ

る変異型クロイツフェルト・ヤコブ病にかかるのではな

いかといわれています。ただ、BSE にかかった牛の肉を

食べてもそこには BSE の原因であるプリオンは殆ど含

まれていません。また、脳や神経などプリオンの含まれ

る特定の部分を食べた人でも、全員が変異型クロイツ

フェルト・ヤコブ病にかかるわけではありません。


